
第１０回教育委員会（定） 
 

 

 

開会日時  平成３０年  ５月 １１日（金）    午前 １０時００分 

閉会日時                      午前 １１時４１分 

開会場所  教育委員会室 

 

 

 

出 席 者 

 

  教 育 長  中 川 修 一 

  委 員  高 野 佐 紀子 

  委 員  青 木 義 男 

  委 員  松 澤 智 昭 

 

 

 

出席事務局職員 

  事 務 局 次 長  矢 嶋 吉 雄    地域教育力担当部長  松 田 玲 子 

  教育総務課長  木 曽   博    学 務 課 長  三 浦 康 之 

  生涯学習課長  水 野 博 史    地域教育力推進課長  赤 松 健 宏 

  指 導 室 長  門 野 吉 保    教育支援センター所長  新 井 陽 子 

  新しい学校づくり課長  佐 藤 隆 行    学校配置調整担当課長  大 森 恒 二 

  施設整備担当副参事  千 葉 亨 二    中央図書館長  大 橋   薫 

 

 

署 名 委 員 

          教育長  

 

          委 員  

 

 

 

 



1 

午前 １０時 ００分 開会 

教 育 長  おはようございます。本日は３名の委員の出席を得ましたので、委員会は成

立いたしました。 

 なお、上野委員からはご欠席の連絡が入っております。 

 それでは、ただいまから平成３０年第１０回の教育委員会定例会を開催いたし

ます。 

 本日の会議に出席する職員は、矢嶋次長、松田地域教育力担当部長、木曽教育

総務課長、三浦学務課長、水野生涯学習課長、赤松地域教育力推進課長、門野指

導室長、新井教育支援センター所長、佐藤新しい学校づくり課長、大森学校配置

調整担当課長、千葉施設整備担当副参事、大橋中央図書館長、以上１２名でござ

います。 

 本日の議事録署名委員は、会議規則第２９条により、青木委員にお願いいたし

ます。 

 本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により

許可しましたので、お知らせいたします。 

 それでは、報告事項を聴取します。 

 

○報告事項 

１．人事情報（都費職員・平成３０年４月分） 

（指－１・指導室） 

（区費職員・平成３０年４月分） 

（総－１・教育総務課） 

教 育 長  報告１「人事情報」について、初めに、都費職員について、指導室長から、続

いて、区費職員について、教育総務課長から報告願います。 

 

指 導 室 長  資料「指－１」をご覧ください。 

 まず、正規職員についてです。 

 今年度４月末、１，８５８人の教員数は、昨年度の４月末現在、１，８４４人

と比較すると、括弧内の休職者なども含めて、全体で１４名増加しております。 

 学級増や小学校の特別支援教室の巡回指導教員の定数が増えたことにより教職

員数が増加しております。 

 続いて、新規採用教員についてです。 

 今年度は小学校７１人、中学校３２人、幼稚園１人、計１０４人で、昨年度と

比較して６名増加しております。 

 以上です。 

 

教育総務課長  続いて、区費職員について、ご報告申し上げます。 

 資料「総－１」をご覧ください。 

最初に、一般職員・再任用職員・再雇用職員の４月３０日現在の職員数です。 

 下段の総計のところです。 
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 前月末１７０人に対して、今月末１６１人と、９名の減になっております。 

 （２）退職です。 

 正規職員が５名の減、再任用フルタイムが１名の減、こちらについては短時間

への変更になります。 

 また、再任用短時間職員が１０名の減、合計で１６名の減になっています。 

 一方で、採用等が、再任用フルタイムが３名の増、それと再雇用職員が３名の

増、合計で６名の増となっております。 

 総計欄で９名の減となっておりますが、退職の部分で、再任用フルタイムが１

名の減については短時間への変更になりますので、実質上はここの総計が１６名

ではなくて１５名ということになります。１５名の減に対して採用が６名という

ことで、差引きで９名の減という形になっております。 

 続きまして、裏面の非常勤職員になります。 

 こちらが、前月が８０１人に対して、当月が７９６人ということで、５名の減

員になっております。 

 まず、表の一番上、学校運営員が２名の減になっております。 

 こちらについては、採用を行ったにもかかわらず途中で辞退があったというこ

とで、現在、欠員状態になっております。アルバイトを補充しているところでご

ざいます。 

 中段の学習指導講師については、８名の増になってございます。 

 続いて、同じく中段の特別支援学級介添員、こちらが５名の減になってござい

ます。 

 さらに、次の次の段、特別支援教育巡回指導講師、こちらが２名の減でござい

ます。 

 また、その次の段、教育相談員、こちらが１名の増に対して家庭教育相談員が

１名の減になってございます。 

 これについては、３月開催の教育委員会で規則改正をさせていただいた部分で

ございます。 

 続いて、学校栄養士、１名の減となっております。 

 さらに天津わかしお学校の非常勤看護師、１名の減です。それと青少年委員、

１名の減、社会教育指導員、１名の減。 

 以上の総計で、５名の減となっております。 

 説明は以上です。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは私からですが、まず、今年度の新規採用教員の配置が、かなり都教委

の方が早く出してしまったということで、不足分が出ていたということですが、

現時点で板橋区の小中学校で、まだ不足している状況はあるのでしょうか。 
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指 導 室 長  小学校１校でいまだ１名の教員が配置できておりません。ただ、この１名は小

学校２年生の加配教員であります。 

 その学校では通常２クラスに分けることができるのですが、１クラスでも良い

という制度ですので、１クラスの中に担任を２名配置するという制度を活用して

いる学校でございますので、その学級には担任はおります。 

 ただ、２名体制で担任をする制度を利用しておりますので、その状態の中での

１名欠員という状態が、現在、続いております。 

 教育委員会としましても、大学と連携等をしながら、あるいは学習指導講師等

に声をかけながら、優秀な教員を探しているような状態でございます。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。それから、もう１つ、学校栄養士が１名の減となって

いますが、こちらにはどのようなカバーやフォローをしていくのでしょうか。 

 

学 務 課 長  学校栄養士につきましては、東京都の方で、正規職員を２分の１配置しまして、

残り２分の１は区の非常勤栄養士という形ですが、今回、板橋第九小学校と向原

中学校の統合ということで、２校減になりましたので、それに伴って区の非常勤

栄養士が１名の減になったという状況でございまして、欠員ということではござ

いません。 

 

教 育 長  よく分かりました。 

 そのほかよろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

２．退任学校医等への感謝状贈呈について 

（学－１・学務課） 

教 育 長  それでは、報告２「退任学校医等への感謝状贈呈について」、学務課長から報

告願います。 

 

学 務 課 長  それでは、「学－１」の資料をご覧いただきたいと思います。 

 「板橋区学校保健事業にかかる感謝状贈呈要綱」に基づきまして、平成２９年

度をもって退任した学校医、学校歯科医、学校薬剤師に対して感謝状を贈呈しま

すので、ご報告をいたします。 

 対象者の要件は２つありまして、１つ目が、学校医、学校歯科医、学校薬剤師

で、前年度または当該年度途中に退職した者。２つ目が、学校医会、学校歯科医

会、学校薬剤師会の会長または副会長の職に当たるもので、前年度または当該年

度在職中にその職を辞した者でございます。 
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 今回の対象者は、２９年度末に退職した方が、資料に記載のとおり、学校医２

名、学校歯科医３名、学校薬剤師２名の合計７名でございます。 

 感謝状につきましては、事務局でご自宅にお届けをいたします。 

 簡単ですが、ご説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

３．板橋区立上板橋第二中学校統合改築工事概要について 

（新－１・新しい学校づくり課） 

４．板橋区立板橋第十小学校改築工事概要について 

（新－２・新しい学校づくり課） 

教 育 長  それでは、報告３「板橋区立上板橋第二中学校統合改築工事概要」につきまし

て、及び、報告４「板橋区立板橋第十小学校改築工事概要」につきまして、新し

い学校づくり課長から報告願います。 

 

新しい学校づくり課長  資料は「新－１」でございます。 

 こちらが、上板橋第二中学校の改築工事の概要でございます。 

 上板橋第二中学校と板橋第十小学校につきましては、平成２８年度、２９年度、

２カ年で設計を進めてまいりましたが、設計が整いましたので、今般、工事の発

注を行う予定でございます。 

 工事契約に関しましては、議会の議決を要する契約案件となりますので、第二

回区議会定例会、６月の議会に工事の契約案件、議案ということで提出を予定し

ているところでございます。 

 それに先立ちまして、本日は工事の概要について、ご説明させていただきたい

と思ってございます。 

 まず、上板橋第二中学校の統合改築工事の概要でございます。 

 工事件名につきましては、記載のとおりでございます。 

 工事場所につきましては、板橋区向原三丁目１番１２号ということで、この３

月まで向原中学校がありました場所で改築工事を進めさせていただきます。 

 敷地面積、用途地域等につきましては、記載のとおりでございます。 

 構造でございますが、鉄筋コンクリート造一部鉄骨造で、校舎棟につきまして

は地上５階建て、アリーナ棟という記載がございますが、これは体育館棟のこと

でございまして、こちらにつきましては地上２階建ての建物でございます。 

 また、工事の中で、既存の校舎等の解体の工事もございます。 

 解体の対象物につきましては、記載のとおりでございます。 

 また、こちらの敷地の中には旧教職員宿舎棟というものがございましたが、こ
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ちらも今回は学校の敷地の中に取り込むということでございまして、建物を除却

させていただく流れでございます。 

 建築面積につきましては、４，２０３．９３㎡。延べ面積につきましては、９，

６１１．９４㎡でございます。 

 建物の最高の高さにつきましては、１９．５０ｍでございます。 

 資料の２ページをご覧ください。 

 主要諸室につきましては、記載のとおりでございます。 

 後ほど図面でご案内しながら、ご説明させていただきたいと思います。 

 環境配慮施設としましては、太陽光発電、複層ガラス窓、ＬＥＤ照明を導入い

たします。太陽光発電につきましては、２０キロワットの発電量を予定してござ

います。 

 身障者配慮施設としましては、身障者対応エレベーター及びだれでもトイレの

設置、身障者対応駐車場の整備を行います。また、建物につきましては、全体と

してバリアフリー対応の建物となってございます。 

 工期につきましては、２０２１年、今の元号で申しますと平成３３年になりま

して、３３年の１月２９日までを工期として設計してございます。 

 なお、供用の開始につきましては、ＰＴＡ、学校関係者、地元町会関係者で構

成されました統合準備委員会の中でご協議をいただきまして、新学期４月から供

用開始にしたら良いのではないかというご意見をいただいているところでござい

ます。 

 では、資料の３ページ目にお進みください。配置図を載せております。 

 こちらの学校につきましては、従来、体育館が校庭の南側に配置されてござい

ましたが、今般の計画では、体育館を北側に寄せるという形になってございます。 

 したがいまして、日当たりの良い校庭になるという形になってございます。 

 資料の４ページ目に、もう少し大きな形で図面を載せております。 

 こちらに、１階の平面図も入ってございます。 

 まず、グラウンドですが、トラックにつきましては、一番内側で１８０ｍのト

ラックということになってございます。また、直線路につきましては、１００ｍ

の直線コースが取れているという状況でございます。 

 図面の右側に大きく「アリーナ」と書いてあるところがございます。こちらが

体育館の部分でございます。 

 図面の西側に、横に長く校舎を配置するという形でございます。 

 こちらの敷地につきましては、少し窪地といいますか、下がった土地の構成に

なってございます。 

 道路面から校庭に向かって下がっていくような形になってございまして、先ほ

ど申しましたように、校舎棟は地上５階建てなのですが、西側の道路の方からご

覧いただくと、４階建てというようなつくりになってございます。校庭側から建

物をご覧いただくと、５階建てというようなつくりになってございます。 

 １階の校庭に面したところに防災倉庫ですとか、学校でご利用いただく倉庫、

音楽室、武道場などが配置されてございます。また、給食室等につきましても、
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１階に配置する形になってございます。 

 倉庫等の後ろ側に、いわゆる井桁のような形になってございますが、こちらは

ピットでございまして、建物を支えている部分になりますが、実際にはこちらは

土の中に埋まってしまう部分になりますので、活用ができない部分になります。 

 資料の５ページ目をご覧ください。こちらが２階の平面図でございます。 

 ２階につきましては、西側、道路面からは、そのまま直接入れる高さになりま

す。こちらに正門を配置させていただきます。 

 校舎の図面をご覧いただいて、向かって左側の方に、職員室ですとか、管理諸

室を設けさせていただきます。また、特別支援の教室もこちらに配置する形でご

ざいます。 

 右側の方に目を向けていただきますと、技術室ですとか、美術室と家庭科室等

の特別教室を配置してございます。 

 また、一番右側に、「ランチテラス」と書いてございます。 

 こちらにつきましては、家庭科室から直接外に出られるような形になってござ

いまして、ウッドデッキの形態をとってございます。 

 こちらにつきましては、学校が運営されている時間帯につきましては、地域の

方もここに出入りできるような形で開放していきたいと考えているところでござ

います。 

 また、体育館の横と校舎の校庭側に面したところに網掛けになっている部分が

ご覧いただけるかと思いますが、こちらにはデッキを配置させていただきます。

例えば運動会等の際に、保護者がこちらに上っていただいて、校庭全体を俯瞰で

きるような形で配置をさせていただく考えでございます。 

 次に、資料の６ページ目をご覧ください。こちらは３階の配置でございます。 

 こちらにつきましては、教科の教室を配置させていただきます。 

 今回の上板橋第二中学校につきましては、中台中学校と同様に教科センター方

式をとらせていただきます。教科センター方式の中でも、今まで赤塚第二中学校、

中台中学校と整備してきてございますが、中台中学校と同じような形でホームベ

ース方式をとらせていただいております。 

 左側に数学科の教室を４教室配置してございます。また、右側には、理科の教

室を２教室、それと理科の実験室を２教室配置させていただいております。 

 ３階は理数系のメディアのフロアということを想定しているところでございま

す。 

 また、それぞれの教室につきましては、各学年のホームルームも兼ねてござい

ますので、朝の学活ですとか、学級活動を行う際には、こちらの教室が各学年の

クラスルームになるという形でございます。 

 また、真ん中にメディアセンターというものを配置してございます。こちらは、

図書室の機能と、またタブレットパソコン等もこちらに格納することを想定して

ございます。図書室ですとか、そういったＩＣＴ機器の活用をここで行いながら、

授業等に活用していただくことを想定しているところでございます。 

 資料の７ページ目をご覧ください。 



7 

 こちらには４階と５階の平面図を記載しております。 

 ４階につきましては、左側から、英語科の教室、真ん中に社会科の教室、右側

に国語科の教室を配置させていただきます。それぞれ各教科、４教室ずつの配置

という形になってございます。したがいまして、クラスルームとしては１８学級

対応の建物という形でございます。 

 ５階をご覧ください。５階につきましては、２５ｍプールを屋上、５階の部分

に配置させていただきます。また、プールの左側には太陽光発電設備を、右側に

はいわゆる室外機等の機械類を乗せさせていただく形になってございます。 

 なお、区の大規模建築物の指導要綱というものがございまして、学校の敷地を

全体的に２ｍセットバックさせていただきます。２ｍセットバックしたところに

は管理通路を整備させていただくことになってございますが、先ほども申しまし

たように、こちらの敷地については窪地という形になってございます。 

 資料の４ページ目にお戻りください。 

 グラウンドの下側になりますが、こちらは東側になるのですが、こちらがかな

り道路面と校庭の面で、高さに差が出てございます。約４ｍ強の高さの差が出て

おりますが、こちらもセットバックする関係がございまして、２ｍ下がったとこ

ろに新たにコンクリート擁壁を築造させていただきます。その上に埋め戻しをし

まして管理通路を設置する形になる予定でございます。 

 

 引き続きまして、板橋第十小学校のご説明をさせていただきたいと思います。 

 資料は「新－２」をご覧ください。 

 板橋第十小学校の改築工事の概要でございます。 

 所在地につきましては、板橋区大谷口上町４３番１号でございます。 

 現在の板橋第十小学校の所在地で、そのまま改築を行うものでございます。 

 敷地面積、用途地域等につきましては記載のとおりでございます。 

 構造・規模でございます。校舎につきましては、鉄筋コンクリート造一部鉄骨

造、また、一部鉄骨鉄筋コンクリート造の、地上４階建てでございます。 

 また、校舎のほかに付随施設といたしまして、学校用の備蓄倉庫であるとか、

体育器具庫、園芸用の倉庫等も設置させていただきます。 

 解体する対象物といたしましては、校舎棟と体育館棟になります。また、あわ

せてあいキッズ棟につきましても解体をさせていただく予定でございます。 

 建築面積でございますが、３，５７１．３８㎡。延べ面積は、８，２０３．８

２㎡でございます。 

 最高の高さにつきましては、１８．０６ｍでございます。 

 主要諸室につきましては記載のとおりでございますが、後ほど、図面を見てい

ただきながらご説明をさせていただきたいと思います。 

 環境配慮施設といたしましては、太陽光発電。こちらも上板橋第二中学校と同

様に、２０キロワットの太陽光発電でございます。このほか、複層ガラス、ＬＥ

Ｄ照明等でございます。 

 身障者配慮施設といたしましては、身障者対応エレベーター及びだれでもトイ
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レの設置、また身障者対応駐車場の整備を行います。また、こちらの建物も全体

的にバリアフリー対応の建物ということで整備をさせていただきます。 

 工期につきましては、２０２２年、今の元号で申しますと、平成３４年１月３

１日までを予定しているところでございます。 

 資料の３ページ目に配置図を載せております。 

 こちらの建物につきましても、南側にグラウンドを配置し、建物につきまして

は北側及び西側に寄せる形になってございます。 

 敷地の左側、これは南側に当たりますが、こちらにつきましては都道の４２０

号線が接している状況でございます。この部分以外、３面周囲を、やはり２ｍセ

ットバックをして管理通路を設置する形になってございます。 

 資料の４ページ目をご覧ください。 

 こちらは１階の配置図でございます。 

 まず、校庭につきましては５０ｍの直線路を配置してございます。また、トラ

ックにつきましては、一番内側で１２０ｍのトラックという形になってございま

す。 

 １階の配置でございますが、建物の右上に体育館を設置してございます。今度

の改築では、校舎の中に体育館を取り込むという形になってございます。体育館

の下側が給食室でございます。また、給食室の左側につきましては、２年生の教

室が配置されてございます。 

 建物、Ｌ型の左上に目を向けていただきますと、１年生の教室、またその左側

にあいキッズスペースを配置してございます。その左側、少し外に出た部分にな

りますが、こちらに学校用の倉庫を配置させていただきます。 

 また、学校用の倉庫のさらに左側に、小さい字で、「学年園」と書いてあるの

がご覧いただけるかと思いますが、こちらは学校でご利用いただく畑をこちらに

配置をするということを想定してございます。 

 資料の５ページ目をご覧ください。こちらが２階の平面図でございます。 

 ２階につきましては、細いところに３年生の教室、また、その隣に職員室等の

管理諸室を設けます。 

 体育館の左側の部分が図書室及びメディアルームという形になってございます。 

 メディアルームの下側が４年生の教室、また、エレベーター等をはさみまして、

右側に家庭科室、家庭科室の図面で見ますと下側になりますが、こちらに特別支

援の教室を配置させていただきます。 

 資料の６ページ目をご覧ください。 

 こちらが３階の平面図になります。建物、細い方に５年生の教室がございまし

て、その隣に多目的室、理科室、理科準備室等が配置してございます。理科準備

室の図面でいいますと、下側が図工室、またその下が６年生の教室、エレベータ

ー等をはさみまして、右側に音楽室、会議室等を配置してございます。 

 資料の７ページ目をご覧ください。 

 こちらが４階、いわゆる屋上部分になりますが、屋上部分に２５ｍのプールを

配置させていただきます。 
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 また、建物の細い方になりますが、こちらに太陽光発電設備を配置させていた

だきます。また、空調の室外機等、設備等もこちらに配置させていただきます。 

 また、若干ですが、見学スペースという部分をとってございます。 

 小学校ですので、社会科の授業等で自分たちの住んでいるまちを見渡すという

ようなことも授業の一環としてございますので、こちらに上って、子どもたちが

学校の場で俯瞰できるような形で、見学スペースとして配置させていただいてい

るところでございます。 

 板橋第十小学校につきましては、板橋第一小学校と同様に、オープンスペース

方式の校舎ということで整備をさせていただく予定でございます。 

 先ほどもご説明しましたように、学年ごとにクラスルームを３つずつ配置して

ございますが、学年ごとのまとまりの中で、さらに廊下をはさんだ向かい側にオ

ープンのスペースを配置してございまして、こちらを活用しながら様々な授業を

展開していただくというようなことを想定しているところでございます。 

 雑駁でございますが、説明につきましては以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 

高 野 委 員  上板橋第二中学校について、メディアセンターのつくりが建物部分と、外の部

分とがあるようですが、その辺りを教えていただきたいです。また、管理通路を

新しくつくられるということなのですが、そこは一般の方たちも利用するものな

のでしょうか。例えば赤塚第二中学校の周りの道路のようなイメージでよろしい

のでしょうか。 

それから、もう１点ですが、先日、中台中学校に行きましたところ、テラスが

あるのですが、外の塀の高さの関係があって、なかなか生徒たちだけでは使えな

い部分があるという話を聞いてきました。 

 今回、ランチテラス、観察テラスなど、たくさんのテラスがあるようですが、

そこは安全に利用ができるのか、その点について伺いたいと思います。 

 

新しい学校づくり課長  まず、上板橋第二中学校のメディアセンターについてでございます。 

 資料の６ページ目に、メディアセンターの図面がございます。 

 建物自体、少しここのフロアだけしぼるような形になってございまして、真っ

白く何も入っていない部分が見てとれるかと思いますが、こちらの部分は、外の

部分に当たります。 

 壁の横に三角で少し出ている部分がご覧いただけるかと思います。ここが、壁

の部分になりますので、ここよりも内側がメディアセンターということで、この

図面で見ますと若干細く見えるかなと思いますが、幅としましては２０ｍ近くと

れてございますので、その中で図書室であるとか、ＩＣＴ機器を活用した施設の

配置等をさせていただくことを想定してございます。 

 それと管理通路でございますが、管理通路につきましては、その２ｍ下がった

部分に学校の敷地の、壁のようなものを設置させていただきます。したがいまし
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て、その外側２ｍの部分につきましては、歩道上で整備をさせていただきまして、

一般の区民の方がそこを通行等でご利用いただけるという形を想定してございま

す。 

 続いて、デッキ、テラスなどについてのお尋ねでございます。 

 こちらにつきましては、例えば上板橋第二中学校では、体育館の横の周りから

校舎の校庭側までをぐるっと、今のテラスのような形で整備をさせていただく予

定でございまして、当然、手すりの高さは子どもが安易に乗り越えられないよう

な高さで整備をさせていただく考えではございますが、越えようと思えば越えら

れてしまうという部分もありますので、その辺につきましては、実際に学校の方

と安全な使い方について、今後、相談をさせていただきたいと思ってございます。 

 

教 育 長  セットバックに関連してですが、管理歩道の管理について、これは学校の管理

下になるという認識で良いのでしょうか。 

 

新しい学校づくり課長  敷地といたしましては学校の敷地でございますので、例えば権利などという意

味では、学校の管理下になります。 

 ただ、大規模建築物の指導要綱で、セットバックにより、良好な環境を整備す

るということを目的に下げさせていただきますので、一般の方が普通に歩道とし

て使うことを想定してございます。 

 ただ、管理といたしましては学校の管理下というところになります。 

 

教 育 長  どうしてこのようなことを申し上げたかといいますと、先日、志村第三中学校

の校長先生が、管理通路のことをとても気にされていて、例えば雪が降った際に、

そこで区民の方が転んでしまって、けがをしたといったときに、どこに責任が来

るのかというような、そのようなご心配もされていました。こうした場合、管理

通路についての雪かきの責務は基本的には学校にあるわけですね。 

 

新しい学校づくり課長  おっしゃるとおりです。 

 

教 育 長  分かりました。 

 

施設整備担当副参事  少し簡単に回答しますと、これは今回学校ですが、建物で一定以上の敷地の広

さを持っているものについては、こうした自主管理歩道というものをつけなけれ

ばならないように定められています。 

 例を挙げますと、マンションなどでもよく歩道がありますが、それと一緒でご

ざいますので、雪かきや、清掃もそうですし、植栽の管理なども敷地を持ってい

る方が管理すると思いますので、そのような扱いになっております。 

 

教 育 長  その辺りの話について、校長先生方にもまた周知をお願いしたいと思います。 
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新しい学校づくり課長  承知しました。 

 

青 木 委 員  １点だけ伺いたいのですが、上板橋第二中学校の防災備蓄倉庫が２カ所と、た

くさんとってあるのですが、倉庫の備蓄量について、水や食糧、これは大体何日

分や、何人分を想定されているのか分かりますか。 

 

新しい学校づくり課長  基本的に防災備蓄倉庫の規模といたしましては、防災危機管理課からは、教室

１つ分程度をお願いしたいということが求められてございます。 

 板橋第十小学校につきましては、約７８㎡用意をさせていただいていますので、

教室１つ分強に当たります。 

 上板橋第二中学校につきましては、ご指摘のとおり、２カ所備蓄倉庫を想定し

てございまして、両方あわせまして１２０㎡強の面積を持ってございます。 

 こちらの学校は、避難時の拠点施設ということで位置づけられてございまして、

この学校に避難されている方の備蓄品以外に、周りにも配布できるようなものも

ここで保管してほしいという要請があって、少し大き目に２カ所ご用意させてい

ただいているところでございます。 

 備蓄量が何日分確保されているのかというところにつきましては、私どもでは、

承知してございませんので、もしよろしければ後ほど確認してお答えさせていた

だきたいと思います。 

 

青 木 委 員  私が仕事場で同じように指摘されていて、備蓄量を３日分強と言われていたも

のですから、共通認識があるものなのかどうかというのも含めて聞きたいと思っ

て、聞かせていただきました。ありがとうございます。 

 

松 澤 委 員  板橋第十小学校に、創作テラスというところがありまして、こちらはどのよう

な感じのイメージのものなのでしょうか。 

 

新しい学校づくり課長  板橋第十小学校の創作テラスにつきましては、理科室の前のところに設置させ

ていただいてございます。 

 こちらにつきましては、建物としては採光を取りたいというところもありまし

て、テラスをつくっているということが１つございます。 

 また、理科室の前にございますので、理科の授業の中で、実験をするとか、植

物を育てるというようなこともあるのかなと、学校の方と色々とお話を進める中

でございまして、理科室の前に少し外に出られるところが欲しいというご要望が

あったものですから、テラスを設置させていただいているところでございます。 

 

松 澤 委 員  プランターなどで色々なこと、これは緑のカーテンも含めてなのですが、そう

したイメージかなとは思ったのですが、一応、外といいますか、授業で外に出て

色々と使えるというイメージでよろしいのでしょうか。 
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新しい学校づくり課長  おっしゃるとおりです。 

 

教 育 長  まず基本的なところで、この両校の建設費、工費はどれくらいかかるのかとい

うことを、少し教えていただきたいです。また、板橋第十小学校については、板

橋第一小学校のオープンスペースでは、学年がくっついていて、廊下の行き来で

かなり、ほかの学年の子どもたちがほかの学年の教室の前を通るというところで、

コンパートメントみたい形にしたことは、私は大変良い設計なのではないかなと

思っています。それぞれの学年が落ち着いて学ぶことができるということだと思

います。 

 そういう中で、この上板橋第二中学校についてはホームベース型にしたと、赤

塚第二中学校と中台中学校は、それぞれ少し違う形式をとっているわけなのです

が、そうしたものも含めて、この上板橋第二中学校については、ホームベース型

をとったというような認識でよろしいでしょうか。 

 

新しい学校づくり課長  まず、経費についてでございますが、第二回区議会定例会には建築工事の契約

議案ということで上げさせていただく予定でございます。 

 まだ議案の調整が区長部局でもできてございませんので、余り細かいことを今

の時点では申し上げられないところですが、建築工事以外にも、空調、電気設備

ですとか、給排水設備がまた別途契約議案として上がってくる予定でございます。

こちらは第三回区議会定例会、９月の議会に提出を予定しているところでござい

ます。 

 それぞれの学校に、債務負担行為といいまして、実際にかかる建築等の工事の

限度額というものが定められてございまして、その限度額で申し上げますと、板

橋第十小学校につきましては、３５億４７０万円が債務負担の限度額として設定

されてございます。また、上板橋第二中学校につきましては、４２億８，１４３

万９，０００円でございます。 

 この金額の範囲内で建築工事、電気設備、給排水設備等の契約がなされるもの

と考えてございます。 

 

教 育 長  そうすると、初度調弁等については、その中には、まだ入らないということで

しょうか。 

 

新しい学校づくり課長  ただ今申し上げました金額は、改築の工事にかかわる経費でございますので、

初度調弁等につきましては、また別途、予算立てをしていく形になろうかと思い

ます。 

 

教 育 長  その初度調弁等については、今後、学校側と検討しながら、どのようなものを

入れていくのかというのが俎上に乗ってくるということでよろしいでしょうか。 

 

新しい学校づくり課長  おっしゃるとおりでございます。 
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また、中台中学校はホームベース型、赤塚第二中学校はホームルーム型という

形でやらせていただいてございます。 

 今回の上板橋第二中学校につきましては、中台中学校と同様のホームベース型

でございます。 

 その理由といたしましては、面積をできるだけ圧縮するということが一番の眼

目でございました。赤塚第二中学校方式をとりますと、どうしても面積が大きく

なってしまうところがございます。 

 また、中台中学校の形での運用でも、赤塚第二中学校と比べて、学校の運営上

も特段問題がなく、教科センターで運営ができているというお話も学校の方から

伺っておりましたので、今回は中台中学校と同様の形をとらせていただいている

ところでございます。 

 

教 育 長  もう１つ伺いたいのですが、中台中学校にしても、赤塚第二中学校にしても、

校舎を改築してから、教育内容も質的に非常に高まってきている。 

 この影響については、福井大学の教職大学院に若い教員が学んで、その福井大

学の先生たちもこちらに来てというような、ハードの面とともに、ソフトの面の

充実というところでは、この上板橋第二中学校、板橋第十小学校については、今

後をどのように考えているのか、少し伺いたいと思います。 

 

教育支援センター所長  教育支援センターが所管しておりまして、上板橋第二中学校につきましては、

今年度、受験をし、来年度から２年間、大学院へ派遣するような計画を立てて、

校長先生には、人選していただくようにお願いしたところです。 

 

教 育 長  板橋第十小学校についてはいかがですか。オープンスペースにしましたという

ことだけで終わってしまうことのないよう、研究なり、教育活動なりをどのよう

にしていくのか、その方向づけをしてあげないと、仏つくって魂入れずというよ

うな最悪の状況になってしまう恐れもありますので、教育委員会として、学校任

せにしないで、きちんと対応していただきたいなと思います。 

 

教育支援センター所長  板橋第十小学校は、今年度から２年間の研究指定ということで、講師として大

学の先生が入っていくので、これからも定期的に入るような形で、先生を決めて

いけば良いのかなということでは学校にもお話をしていきたいと思っています。 

 

教 育 長  ただ、そのオープンスペースの学校にしているというところを意識した教育活

動を進められるようなバックアップをしていかないと、せっかく良い校舎を建て

るわけですから、その辺りは学校任せにしないで教育委員会全体でバックアップ

していく、事務局がバックアップしていくという体制をとっていただきたいなと

思います。お願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 
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（はい） 

 

○報告事項 

５．小中一貫教育実施に向けた今後のすすめ方について 

（配－１・学校配置調整担当課） 

教 育 長  それでは、報告５「小中一貫教育実施に向けた今後のすすめ方」につきまして、

学校配置調整担当課長から報告願います。 

 

学校配置調整担当課長  それでは、小中一貫教育実施に向けた今後のすすめ方につきまして、ご報告い

たします。 

 資料「配－１」をご覧ください。 

 小中一貫教育につきましては、検討会の報告書を３月２９日の教育委員会、そ

の後、４月１９日の文教児童委員会で報告してございます。 

 本日は、今後の小中一貫教育実施に向けたすすめ方と今年度の取組について、

ご説明させていただきます。 

 まず、資料の１ページ目の１、板橋区が考える小中一貫教育です。ご覧のとお

り、枠囲みをしておりますが、ポイントは２つです。 

 １つ目が、「めざす子ども像」、「基本方針」の設定・共有。 

 ２つ目が、９年間を見通した教育課程の編成でございます。 

 ２、スケジュールでは、平成３０年度中にめざす子ども像を設定・共有し、３

１年度には、３２年度に向けて、各学びのエリアで教育課程を編成していくこと

を示しております。そのために、教育委員会事務局では、教育課程編成の基本方

針について、検討していきます。 

 そして、小中一貫指導計画ですが、現在、国語、算数・数学、英語、キャリア

教育ができておりますが、それ以外の教科等についても３１年度中に作成してい

く予定となってございます。 

 その後につきましては、新学習指導要領や新しい教科書採択の状況を考慮しな

がら見直しを図っていきたいと考えてございます。 

 既に各学びのエリアでは、小中一貫教育の実践事業が進められております。 

 今後は、その成果や課題を教育委員会事務局と学校現場、学びのエリアで共有

し、検証したうえで、全エリアで展開していくものと、エリア独自で展開してい

くものを組み合わせて、小中一貫教育を充実・強化していきたいと考えてござい

ます。 

 資料の２ページ目をご覧ください。 

 ３、今年度の取組内容でございます。 

 各エリアで様々な小中一貫実践事業を実施しております。 

 特徴的なものとしましては、一番下、その他のところの学年表記の工夫という

ものがございます。これは高島第三中学校と同じエリア内の３小学校の取組で、

エリア内の児童生徒の呼び名を「学びの１年生から学びの９年生」としているも

のです。 



15 

 中学校では、下駄箱やクラス表記なども「７年生」「８年生」「９年生」とな

ってございます。 

 一方で、教育課程届の所定の箇所では１学年、２学年としておりまして、小中

一貫教育の意識を高めるため、また、小学校からの学びを引き継ぎ、続けていく

という思いをあらわしていると聞いてございます。 

 周知、研修につきましては、先ほどの、検討報告書をもとに、リーフレットの

ような説明資料を作成中です。報告書ですと少し長く、分かりづらい部分もあり

ますので、より分かりやすいものを作成し、保護者、区民の方向けに周知を図っ

てまいりたいと考えております。 

 最後に、４、各種研修での周知状況ですが、教職員向けの研修の際に、小中一

貫教育の説明もあわせて実施しております。こちらの詳細につきましては、教育

支援センター所長よりご説明いたします。 

 

教育支援センター所長  それでは、資料「支－１」をお開きいただければと思います。 

 今年度は小中一貫教育について周知、理解を図る年ですので、教育支援センタ

ーで行っている研修の中で、本区が進める小中一貫教育について、２０分程度で

すが、説明をしております。 

 本日は、５月７日に行いました中堅教諭等資質向上研修で使用したスライドを

もとにご説明させていただきます。 

 資料の２ページをお開きください。 

 「厳しい挑戦の時代」、これは新学習指導要領解説総則編の冒頭に書かれてい

る言葉です。今の子どもたちやこれから生まれてくる子どもたちが、大人になっ

て社会で活躍する頃には、このような時代になるということでございます。 

 具体的には、社会構造や雇用環境の大きく急速な変化、予測が困難な時代、人

工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化、インターネットやパソコン等の飛躍的な進化に

よって、経験や実績が通用しない世界になるとも言われています。 

 学校が抱える課題も複雑化、困難化し、これまでの学校だけの工夫では解決で

きない、そのような時代になると言われております。 

 そうした時代において、子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を

一層確実に育成することをめざす、その際、子どもたちに求められる資質・能力

とは何かを社会と共有し連携する「社会に開かれた教育課程」を重視すること、

こうしたことが学習指導要領には示されております。 

 ここで言う資質・能力というのは、何ができるか、できることをどう使うか、

どのように社会や世界とかかわり、より良い人生を送るかといった、これから求

められる資質・能力でございます。 

 続いて、資料の次のページをお開きください。 

 そのために板橋区では何をするのかということですが、板橋区では、縦の接続

として保幼小接続、そして小中一貫教育、横の協働として板橋区コミュニティ・

スクールを進めていくということにしております。 

 今回は、小中一貫教育実施に向けた今後のすすめ方についての報告のため、こ
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こでは、小中一貫教育についてのみをご説明いたします。 

 資料の次のページです。 

 板橋区では、小中一貫教育を通して、特色ある「学びのエリア教育」の創造を

目指しています。そのねらいは５つあります。 

 １つは、観の見直しです。小学校と中学校では子どもの年齢、そして発達が違

うわけですから、教育活動も違うのは当然のことです。ただ、そのことが指導体

制や指導方法などの違いとなり、長い間に学校文化となっています。 

 教員はそれぞれの小学校、中学校の学校文化に慣れていますが、中学校へ進学

したときに不安になる子どももいます。 

 中学校に進学するときというのは、子どもたちがわくわく感を持っております

ので、そのような思いを大事にしながらも、違いをなだらかにして乗り越えてい

けるようにすることが大切だと考えています。 

 教員は小学校と中学校で違いがあることを知り、なぜ違いが出たのかを考える

こと、そしてお互いに何ができるか考え、実践すること、それが大切だと考えて

います。 

 ２つには確かな学力の育成、３つには自己肯定感の高揚、４つには郷土板橋を

愛する心の醸成。この郷土板橋を愛する心の醸成というのは、居場所が家庭に、

学校に、地域にある。このようなことが実感できることでこの醸成につながると

考えております。 

 ５つには不登校出現率の低下です。不登校の子どもの中には、勉強が分からな

いから学校に行きたくないという子どももおり、不登校の子どもは自己肯定感が

低いとも言われています。 

 確かな学力の育成、自己肯定感の高揚、そして郷土板橋を愛する心の醸成は不

登校出現率の低下につながると考えています。 

 資料の次のページです。 

 小中連携教育と小中一貫教育の違いです。 

 これは国が平成２６年１１月、小中一貫教育等の実態調査を行ったときに示し

た定義です。 

 小中連携教育は小学校教育から中学校教育への円滑な接続をめざす教育であり、

小中一貫教育は小中連携教育をさらに進め、小・中学校段階の教員がめざす子ど

も像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的な教育をめざすもので

す。 

 平成２６年、このときの国の調査によれば、９年間を一まとまりと捉えた学校

教育目標とカリキュラムを作成している学校は小中一貫教育の成果をより多く上

げているというような結果が出ております。 

 策定していない学校と特に大きな差が出ているのが、全国学力・学習状況調査

の結果、学習習慣の定着、学習意欲の向上、学校生活への満足度の向上などであ

らわれているという報告が出ております。 

 資料の次のページです。 

 それでは、板橋区では小中連携教育をどのようにして小中一貫教育へと進めて
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いっているのか、このことをまとめたものです。 

 平成２２年度の保幼小中連携教育から始まり、学びのエリア別保幼小中連携研

修を核にして、板橋区授業スタンダードの徹底、交流・連携の活性化、そして年

間計画の作成・実施、校内研究の共同実施等を行うとともに、今後、小中一貫教

育ということで、学びのエリアごとの９年間のめざす子ども像及び基本方針の設

定・共有、そして９年間の系統性、体系性に配慮した教育課程の編成を行ってい

くということになります。 

 このようなこれまで進めてきた取組を含めて、小中一貫教育の視点から改めて

見直しをしてほしいと考えています。 

 資料の次のページです。 

 まず、板橋区授業スタンダードの徹底についてです。 

 板橋区授業スタンダードは特別なことが示されているわけではありません。 

 子ども一人一人に確かな学力を身につけさせていくうえでは当たり前のことば

かりです。また、子どもが育つ授業を実現するためには、授業規律や学年に応じ

た家庭学習も必要となってきます。 

 家庭学習は子どもに任せるといって宿題を出さない先生、先生が教室に来るま

では休み時間となっている学級、そうした違いがあることを受けとめて中学校で

は指導していくことになります。学びのエリア授業スタンダードとはいかなくて

も、共通にできることは共通にしていきたいと考えています。 

 資料の次のページです。 

 次に、交流・連携の活性化についてです。 

 現在、様々な交流が行われています。さらに連携・交流による成果があらわれ

るように工夫・改善をしていってほしいと思っています。 

 一番多いのが、中学校で学校見学、体験授業を行うということです。 

 例えばこれについても、中学生が修学旅行で不在の三日間、小学校の６年生が

担任とともに中学校へ行き、中学生とともに、三日間、中学校で学習、生活する

ようなことがあっても良いと思います。夏季休業中に小学校の教員が中学生の補

習をすることがあっても良いと思いますし、小学校を会場にして２つ、３つの小

学校が合同で夏季補習を行うことがあっても良いと思います。 

 大切なことはお互いに負担をかけないようにしながら、知恵を出し合って、子

どもにとって意味のある教育活動にしていくことだと考えています。 

 資料の次のページです。 

 年間計画の作成・実施についてです。これは昨年度の年間計画です。 

 今年度は、この活動計画に加えて、めざす子ども像、学びのエリアの組織図も

設定した中学校区があればお出しいただくことにいたしました。 

 めざす子ども像については１４の中学校区で、学びのエリアの組織図について

は１６の中学校区で作成されていました。 

 資料の次のページです。 

 校内研究の共同実施についてです。先ほどの交流・連携に小中学校教員による

ＴＴ授業、中学校教員による出前授業がありました。 
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 本年度は５つの中学校区で実施計画が出ておりました。ただ、中学校と小学校

が離れていれば、頻繁に行うことは難しいと思われます。そこで、校内研究のテ

ーマを共通にし、年２回、学びのエリアごとに全教員が集まる研修会で協議を深

める、このようなことがあっても良いのではないかと考えております。 

 教育委員会といたしましては、研究指定校は学びのエリアごとに行っておりま

す。ちなみに本年度は小中一貫による学力向上ということで指定しているところ

でございます。 

 資料の次のページです。これは研究指定校の内容についてお知らせする意味で、

少し簡単ではございますが、説明させていただいております。 

 まず、研究指定校には小中一貫教育指導資料（国語）の活用をしていただくこ

と、リーディングスキルテストの結果の分析を活用し、ぜひ、学びのエリアで共

通の取組を模索していただきたいということ、そして、そのことについては、３

１年度の教育課程編成の方向性として提案していただきたいと、このように研究

指定校にはお願いしているところでございます。 

 資料の次のページです。 

 めざす子ども像、基本方針の設定・共有についてです。めざす子ども像につき

ましては、「板橋区教育ビジョン２０２５」にあります、めざす人間像、未来を

担う人に必要とされる資質・能力から設定していただきたいと考えております。

そのうえで、めざす子ども像を具現化するために基本方針を設定していただきた

いと考えているところです。全てのエリアで、めざす子ども像を設定することに

よって、区の目標達成にもつながると考えております。 

 資料の次のページです。 

 ９年間の系統性・体系性に配慮した教育課程の編成についてです。 

 その学習指導要領の前文からすると、教育課程の編成は教育基本法などの法令

に基づくこと、そして各学校で編成すること、教育の内容等を組織的かつ計画的

に組み立てることとなっております。 

 資料の次のページです。 

これは学習指導要領の解説に書かれている文言です。 

 学校の教育課程とは、学校の教育目標の設定、指導内容の組織及び授業時数の

配当が教育課程の基本的な要素である、このように示されております。 

 学校の教育目標につきましては、小学校においてですが、「考える子」「思い

やりのある子」「元気な子」といった、創立当初から数十年間にわたり変わらな

いことが多く見受けられます。 

 学習指導要領が変わったこの時期に、育成をめざす資質・能力を明確にし、継

続的な実践、そして評価ができるものに改善していくこと。その意味では、めざ

す子ども像、基本方針を設定するというのは大きな意味があると考えております。 

 資料の次のページです。各学校が編成する教育課程の中に、指導内容の組織及

び授業時数の配当というものがございました。 

 その意味で、板橋区として、国語、算数・数学、英語、キャリア教育を、これ

までの小中一貫教育指導資料、または保幼小中一貫環境教育等の指導計画に加え
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て、国語、算数・数学、英語、キャリア教育の教材、指導計画を作成させていた

だきました。 

 国語、算数・数学につきましては、根拠をもとに自分の考えを説明する力をつ

ける教材。そして英語につきましては、学習への意欲を高めるために、小学校に

おいては地域教材を作成し、キャリア教育においては、社会科や生活科、総合的

な学習の時間等での指導事例を載せているところでございます。 

 学習指導要領が変わる時期であったために教材や指導計画は一部になっており

ますが、今後もこのような指導計画の作成を続けていきたいと考えているところ

です。 

 資料の次のページです。 

中堅教諭等資質向上研修は、１１年目から１３年目の教員が受講する研修です。

小中一貫教育による成果は、みんなが目標を共有し、実践することで得られます。

今後の１０年間、中堅教員の先生方には何をするのか考えていただきたいという

ようなことで、少し考える時間をとっているところです。 

 最後に、この「私は できる！」ということ、このことでございますが、自分

ができるということではなくて、初めからできないと思っていると本当にできな

い、そのような結果になってしまうので、できると思ってやればできるというこ

とで、この「私はできると思い続けること」ということを最後にメッセージとし

て発信しているところです。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  ありがとうございます。詳細なお話がありましたので、質疑、意見等、ぜひ、

お願いしたいと思います。 

 

松 澤 委 員  教育支援センター所長からご説明いただいた内容で、非常に分かりやすいと感

じました。このようなことを中堅の先生方が理解されて、また若手とベテランの

先生方に浸透していかれて、最後は地域や、保護者の方々にご理解をいただくと

いうのが最終の目標になってくるのかなと思っておりまして、今聞いていて感じ

たのが、小学校１年生のときに分からないことが、例えば学校の目標になってい

る。 

 例えば、学校の目標が「仲よく、楽しく、元気よく」のような目標であれば、

１年生から６年生まで、子どもみんなが分かるのですが、そうではなくて、１年

生のときには気がつかなかった、分からない言葉だったが、５年生、６年生、そ

して中学校に行ったときに、こういうことをこの学校は目標にやってきたのだと

いうような、ゴールの方を中心に目標を立てるようなことが、教育支援センター

所長のお話を聞いていて、これからの時代には良いのではないかと思いました。 

 また、先ほどの、最後の言葉に集約されていると思うのですが、まず、できな

いと言ってしまったら、もう終わってしまいますので、それができるようにする

にはどうしたら良いのかを、みんなで切磋琢磨し、意見を出し合いながら、小学

校１年生から、小中一貫教育ですので、中学校３年生までのところで、どのよう
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な子どもを育てるのかというところが板橋区の義務ですので、そうしたことを踏

まえて、成長の過程で、目標を立てながら、学びのエリアというものがもうあり

ますので、そこで色々な意見を出して、小学校１年生のときはできなかったが、

徐々にできていって、中学校３年生でできるようになったというような流れにな

ると非常に良いのかなと思いました。 

 そして、最後に、中学校に行ったときに、良い部分ということもあると思いま

す。中学校１、２、３年生から新しい自分を発揮したいという子どももいると思

うので、積み上げていくことも大事なのですが、できなかったことを振り返るこ

とも大事なのではないかと思います。 

 先ほど、とても良いことをおっしゃっていたと思ったのが、小学校の先生が中

学に行って教えるというところ。中学校の先生は、小学校で習ってきたはずなの

に、分からないのかと思ってしまうことも多いと思うのですが、それを小学校の

先生が、少しつまずいたところをもう一回教えてくれるということは、とても良

いことではないかなと思います。みんながみんなできるのであれば良いのですが、

できないままであったり、先ほど出てきた不登校の子どもであったり、学校がつ

まらなくなったりしている子どもも多いと思うので、そうしたところを、もう一

回、戻るということも、できればお願いしたいなと思いました。 

 

高 野 委 員  私も、教育支援センター所長のお話を伺っていて、小中一貫教育に向かって、

できることがたくさんあるのだなと感じました。 

 それは、教育委員会でこういうことをやってくださいということではなくて、

現場にいらっしゃる先生方が、日ごろ、ご自身の経験の中から、これもできる、

このようなことまでできるという、たくさんの様々なアイデアを持ってやってい

くことがあるのだなと思いました。 

 最初、学校配置調整担当課長から説明があった、今年度の取組内容の中で、学

年表記の工夫ということで、高島第三中学校の学びの７年生から学びの９年生と

いう考え方について伺ったのですが、実は２年前に高島第三中学校の研究発表に

行ったときに、生徒の代表が発表したということがありました。 

 ＩＣＴについてと共同学習についてということで、自分たちが授業を受ける側

として、ＩＣＴを使って授業が分かりやすくなったというような発言があったり、

逆に、先生方にもっとこうしてほしいという積極的な意見を出したことがありま

した。色々と研究発表に伺うのですが、生徒たちが学校の先生と一緒に発表に参

加するというのは初めてでした。 

 今回、高島第三中学校が学びの７年生から９年生ということに取り組んでいる

ことを、学校だよりや、学年だよりを拝見して知りましたが、生徒たち自身が９

年間の中で学んでいくのだ、成長していくのだという、自覚を持つことがこの小

中一貫教育のとても大きなキーポイントではないかと思います。 

 ですから、そういう意味で、生徒たちに小中一貫教育がどういうことなのかを

とても分かりやすく意識させた取組だったのではないかなと思っています。 

高島第三中学校の校長先生は色々なアイデアをお持ちで、それを実験的にされ
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たのだとは思うのですが、日ごろから生徒の自主性を大切にしている先生方のア

イデアを、とてもすばらしいと思うし、応援していきたいと思いました。 

 

青 木 委 員  教育支援センター所長のお話を伺い、私も色々と考えさせていただいて、同じ

ように教育の場にいる中で、時間のスパンを広げるということがとても大事だな

と最近感じていて、特に小中学校というものを、６年間で区切るのと９年間で考

えるのとの違いがどこにあるのかと思ったときに、ゴールが例えばここにあると

すると、今までの教育課程では、このように直線的に積み重ねていくというイメ

ージでした。 

 ところが、最近は色々と個々に特徴のある、特に不登校の子どもたちを含めて、

そのような子どもたちって、もしかすると、うまく育てていけば、こうはいかな

いが、こういってこう上がるような子どもがいるというイメージを持っていただ

く。 

 ここまで行かせるとすると、そのような子どもたちをどのようにケアするのか、

これは小学校では難しいと思いますし、もっと言えば、団体生活の中では難しい

のではないかなと思っていて、例えば地域のコミュニティですとか、あるいは、

まなぶーすですとか、その子どもたちの居場所をつくってあげるというところは

また板橋区として検討されているとは思うのですが、そこに、学校の教科書や、

何かでつくっているカリキュラムなどの情報共有をしてあげることで、その子ど

もたちが、例えば我々が持っているイメージでは、通信教育みたいなものになり

ますが、そうしたものの学びを学校以外のところでもできるような仕掛けづくり

をしてあげられれば、こうした子どもたちは、自分たちが、学校以外で行ける場

所、そこで勉強することができるようになって、本当にこういうことを実際にで

きる子どもたち、具体的に、例えば大学でいいますと、大検を受ける子どもたち

などが大分増えてきているところも含めて、ボトムアップの対応ができるのでは

ないかなということを、聞いていて特に感じたところでございます。 

 当然なのですが、教育長がいつも言われているように、トップアップとボトム

アップの両方が必要になってきているという中では、ボトムアップというところ

では、学校の先生たちの中では、非常に難しい課題かなと思っていて、そこを地

域が支えるという中では、情報をうまく共有していくことで大分成果が出てきて

いるのではないかと思っています。 

 といいますのも、これも大学の事例で恐縮なのですけど、我々もそういう子ど

もたち、それから不登校の子どもの中には、例えば小中学校で出てくるかどうか

分からないのですが、ＬＧＢＴの子どもがいて、体育の授業に出られないという

子どもが出てきています。要するに、同性と着替えが一緒にできないというよう

な子どもです。 

 それが原因で不登校になっている子どもも出てきたりするので、そういう子ど

もたちのケアなども含めると、やはり居場所をつくってあげて、そこで勉強でき

るようになると、だんだんと自分たちで独自に勉強していって、中には、私ども

の事例では、通信教育学部に移ってそこでちゃんと大学を卒業しましたというよ
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うなことも、結構出てきていて、ここのところ、じわじわと増え始めているとこ

ろもあるので、小中一貫教育の９年間の中で、その辺りの対応というものを、せ

っかく地域の支援センターなどもあるので、何かうまく仕組みづくりをしてあげ

られると、不登校の子どもたちが少しでも解消されるのかなということを、お話

を聞いていて思いました。ぜひ、少しその辺りの取組も、検討していただければ

と思います。よろしくお願いします。 

 

教 育 長  今のＬＧＢＴのお話ですが、これは学校の建築においても、更衣室や、トイレ

など、その辺りをより意識していかないといけなくなってきますね。男と女とい

うような分け方で良いのかというところです。 

 

青 木 委 員  私どもの場合ですと、ＬＧＢＴの問題は、体育の先生が、その子どものためだ

けに、個室を用意して、衣服自体もその先生が預かるような対応をしています。 

 要するに、どちらかの更衣室へ行くと、それにより周りの子どもたちにうわさ

になってしまうので、職員室であったり、体育教官室であったりで着がえるよう

にといって、着るものは先生の方で預かっているから、というような特別な対処

をさせていただいて乗り切っています。 

 そうしたことが個別対応で必要な時代になったのだなと感じていますので、各

学校でもそろそろ、特に中学校などでは出てくるのかなと思っています。 

 

教 育 長  そのほか、いかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、私からですが、先ほど学校配置調整担当課長からお話があった中で、

また、高野委員からもお話があったように、小中一貫教育を進めていくうえで、

何が大事かといいますと、教育委員会事務局もそうですし、特に教員の意識とい

うものは、先ほどから出ている、小学校は小学校、中学校は中学校という文化、

これはもう拭い切れないものなのですが、それを超えていくために、どうしてい

くのかといったときに、先ほどの教育支援センター所長のプレゼンを聞いていて、

ぜひ、これを校長先生方にも、副校長先生方にも知らせていただきたいなと思い

ますし、こうして色々な研修の機会にお話しいただけるということは非常に大き

な効果を上げるのではないかなと思いました。 

また、施策について、教育委員会がやれといってやるものもあっていいと思う

のですが、２、スケジュールを見ると、今回、「各エリアでの小中一貫教育実践

事業」という矢印が各年度でずっと続いていっています。 

 これは、各エリアで、校長先生、副校長先生を含めて、先生方や、あるいは保

護者や地域の方々が考えて、このようなこともできるのではないか、あのような

こともできるのではないかと知恵を出し合って、様々な試行をしても良いのだと

いうことが、小中一貫教育の風土を醸成していくうえで、非常に大きな鍵なのか
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なと思っています。 

 そうした中で、そうは言いながらも、教育委員会事務局と学校の現場で、その

辺りを共有してというところが大事になっていくのかなと思うのですが、ぜひ様

々なエリアでの実践事業というものに対して、肯定的、あるいは寛容的といいま

すか、人権などを阻害しない限りは、できるだけ認めていくという方向性が、こ

の小中一貫教育を、３２年度からスタートするに当たっても、また、それ以降に

ついても、つながっていくのかなと思います。 

 

松 澤 委 員  板橋区独自のということを目標といいますか、最初に打ち出していて、１つの

学校をつくって、そこでやっていただいているというのは他区でもあると思うの

ですが、このような形で行うのは、板橋区において、初めての試みですし、色々

なものをやってみて、それで本当に子どもたちの意識が変わって、良い方に行っ

たというものであれば、それを他にも広げていくという形でもよろしいのではな

いかなと思いますので、その辺りは、学校配置調整担当課長を中心に、様々な情

報を集めていただいて、私たちにも報告をいただければ、こういうものは取り入

れた方が良いのではないかというように、お話ができると思いますので、色々な

学校で取り組んでいても、私たちのところまで、情報が入ってくるものもあれば

入ってこないものもありますので、本当に良いことをやっている学校も多いと思

うので、そうしたことを集めていただいて、その中で、教育支援センター所長と

一緒になって、研修の中にも入れながら、ある学校でこのような良い取組を行っ

ていますよといった情報提供を相互に行いながら、教育委員会で、ではその方向

に進めていきましょうということを決められたらとても良いなと思いました。 

 

高 野 委 員  色々な取組がある中で、例えばめざす子ども像を策定する、組織をつくるなど

の取組について、２２あるエリアの中で１６のエリアですでに活動が始まってい

るということは、大変すばらしいなと思います。 

 ４月２５日に、学びのエリア研修に参加したのですが、そこのエリアでは各小

学校の６年生が、５時間目に先生に引率されて中学校に行って、授業をずっと見

ていました。このような取組も、今年度始まって、大変すばらしい取組だと思い

ます。 

 また先生方、校長先生方がそのときに、エリアでどんなことができるかという

ご相談をされていたのですが、その後、その中学校の運動会の日に町会の行事が

重なっていたのですが、今まで小学校の行事であれば、そのまま町会の行事が行

われていたところ、小学生も中学校の運動会を見に行くということで、町会の行

事の日程が変更になったというお話も聞きました。 

 先生方の取組が、町会の行事の日程を決めるときにも影響が出てきているのだ

なというお話を聞いて、先生方が一生懸命に向かっていく姿というものに対して

は、やはり地域も応援してくださるし、成果を上げていくことができると思いま

した。教育長もおっしゃっていたのですが、先生方の取組というものを地域も理

解して応援していける、そうした風土をつくって、この小中一貫教育が着実に進
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んでいくことを願っています。 

 

教 育 長  ありがとうございました。 

 それでは、私からですが、教育支援センター所長のプレゼンの中で、小中一貫

教育の目的というところをうまくまとめていただいたなと感じたのは、教員の意

識と同時に、そして、学力の育成と同時に、不登校の出現率の低下というところ

が学力や自己肯定感、郷土板橋というものにかかわっている、この辺りがうまく

伝わっていくと、とても説得力がある。これは保護者等にも、ぜひご理解いただ

きたいような、そのような機会がまたできると良いと思っております。 

 このほかよろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

６．第６回いたばし自由研究作品展事業の実施について 

（生－１・生涯学習課） 

教 育 長  それでは、報告６「第６回いたばし自由研究作品展事業の実施について」、生

涯学習課長から報告願います。 

 

生涯学習課長  それでは、第６回いたばし自由研究作品展事業の実施についてご説明させてい

ただきます。 

 資料は「生－１」をご覧ください。 

 １、事業主旨です。こちらの事業でございますが、夏休みの自由研究作品づく

りの際に、科学に関する作品を考えてもらうことで、科学を学ぶきっかけを提供

し、科学への興味・関心を高める、こうしたことを趣旨として、毎年、教育科学

館で実施しております。 

 ２、事業運営です。運営につきましては、教育科学館の指定管理者であります

株式会社学研プラス。そして作品の審査につきましては、自由研究作品展審査委

員会となってございます。 

 ３、対象です。板橋区内の区立、私立を含みます小中学校。区内在住の小中学

生となります。 

 ４、募集案内です。募集案内・周知につきましては、資料の２ページ目以降に

ございますポスター、募集要項を学校等へ配布します。また、広報いたばしなど

も活用して告知をしてまいります。 

 ５、事業進行予定です。今後のスケジュールでございますが、１０月に募集を

締め切りまして、１１月までに一次、二次審査を経て、各賞を決定したいと思い

ます。 

 １２月に表彰式を行いまして、年明けの１月には区役所の１階イベントスペー

スで受賞作品の展示を行いたいと考えてございます。 

 資料の最後のページに、平成２９年度の受賞作品一覧が載ってございますので、
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後ほどご覧いただければと思います。 

 こちらの自由研究作品展ですが、２５年度からこの名称で続けているところで

ございますが、当初は応募作品数が３１点だったのですが、昨年は１５９点と約

５倍以上にまで増加してきております。今後も子どもたちの科学への興味・関心

を高める事業として充実させていきたいと考えてございます。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

７．平成２９年度板橋区史跡公園（仮称）整備の進捗状況について 

（生－２・生涯学習課） 

教 育 長  それでは、報告７「平成２９年度板橋区史跡公園（仮称）整備の進捗状況につ

いて」、生涯学習課長から報告願います。 

 

生涯学習課長  それでは、平成２９年度板橋区史跡公園（仮称）整備の進捗状況について、ご

報告させていただきます。 

 資料は「生－２」をご覧ください。 

 史跡公園の整備に関しましては、会議体として、整備構想委員会、専門部会、

産業遺産検討会などの会議体を設置いたしまして、平成２８年度から検討を進め

てまいりました。本日は、その進捗状況の報告と今後の進め方についてご説明し

たいと考えております。 

 まず、各会議体のこれまでの開催状況でございます。 

 １、整備構想委員会でございますが、こちらは学識経験者、地域区民の方の代

表で構成されます、いわば親会に当たる委員会となってございます。今年の３月

までに６回開催いたしまして、基本構想の提言を中心に議論を重ねてまいりまし

た。 

 ２、専門部会でございますが、施設整備専門部会と施設利活用専門部会の２つ

の部会がございますが、同時開催で進めてまいりました。昨年の９月までに６回

開催しております。 

 ３、産業遺産検討会でございますが、こちらは区役所庁内の各部署の連携を図

る検討会でございまして、２９年度は３回開催しております。 

 その間の成果としましては、昨年の８月、教育委員会にもご報告させていただ

きましたが、板橋区史跡公園基本構想を策定しております。 

 また、昨年の１０月には、史跡公園当該地が正式に国の史跡として指定された

ことについても教育委員会でご報告させていただいております。 

 資料の３ページ目をご覧いただければと思います。 
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 整備スケジュールの変更についてでございます。これまでのスケジュールとい

たしましては、表の左上のとおり、平成２９年度に基本構想、基本計画を策定し

て、３０年度に史跡保存整備利活用計画を立てるということで進めてまいりまし

た。 

 このスケジュールに基づきまして、２９年度、基本構想を策定しまして、基本

計画の策定にも着手しておりましたが、その間、文化庁とのヒアリングをしてい

く中で、２７年３月に新しい計画策定スキームが出ているので、それにのっとっ

て策定すべきとの指摘をいただいたところでございます。 

 この指摘を踏まえまして、具体的な変更点は斜めの矢印でお示ししているとお

り、右の枠の中、今後のスケジュールでございますが、保存活用計画と整備基本

計画を策定していくということになります。 

 計画書の名称が変更になることとあわせまして、この計画書の内容、ボリュー

ムが大変大きく、検討に十分な時間が必要となることも分かりましたので、平成

３０年度に保存活用計画、３１年度に整備基本計画を策定していくようにスケジ

ュールを再調整しております。 

 工事などの進捗にもよりますが、グランドオープンは平成３７年度を目標とす

るスケジュールとなってございます。 

 なお、こちらの保存活用計画の内容でございますが、大まかに申し上げますと、

史跡の様々なもの、構成要素を特定しまして、それをそれぞれ評価いたします。

その評価をもとに、どのように保存していくのか、そして活用していくのか、区

民の方に公開していくのかということについてまとめるのが保存活用計画でござ

います。 

 整備基本計画については、保存と活用の手法、例えば工事が伴うものであれば

工法などについてもまとめていきます。公園全体の整備方法も含めて計画書に盛

り込んでいくということになります。 

 この２つの計画をもって史跡公園整備に関する計画書となってまいります。 

 資料の４ページ目をご覧いただければと思います。 

 検討体制に関する資料となってございます。 

 平成３０年度の検討体制でございますが、大きな変更点としましては、左側中

断の②の専門部会と③の区民部会の部分でございます。 

 これまでは専門部会を２つ設置していましたが、新体制としましては、規模の

内容を整理して、効率的に検討を進めていくために、②の専門部会と③の区民部

会の２つに変更させていただきたいと思います。 

 ②の専門部会の中では学術的な視点でご議論いただきまして、各種計画書の専

門的な部分についてご検討いただき、③の区民部会の中では、例えば地域振興、

産業振興、商店街、観光振興など、地域の活性化の視点でご議論いただきたいと

考えてございます。 

 この②、③の会での検討結果を、その上の計画策定委員会、こちらが親会にな

るのですが、こちらで共通認識を持っていただくという考えでございます。 

 資料の５ページ目をご覧いただければと思います。 
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 委員会、部会の名簿となってございます。基本的には平成２９年度の委員と同

じでございますが、新しいメンバーといたしましては、区民部会の中に史跡公園

の所在地であります加賀五四自治会の会長にご加入いただいております。また、

近隣の小中学校の校長先生にもご加入いただいております。また、今後は専門部

会には東京都と文化庁がオブザーバーとして参加してくるということになります。 

 今年度は保存活用計画を策定する年度となりますので、進捗につきましては追

ってご報告させていただければと思います。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

８．板橋区学校支援地域本部シンポジウムの開催について 

（地－１・地域教育力推進課） 

教 育 長  それでは、報告８「板橋区学校支援地域本部シンポジウムの開催について」、

地域教育力推進課長から報告願います。 

 

地域教育力推進課長  それでは、資料の「地－１」をご覧いただければと思います。 

 板橋区学校支援地域本部シンポジウムの開催ということで、シンポジウムのご

案内でございます。 

 １、趣旨でございますが、平成３２年度から区立全小中学校で導入をめざしま

すコミュニティ・スクールについて、シンポジウムの参加者全員に熟議をしてい

ただきまして、理解を深め、具体的に何ができるか、このようなことを共有して

いただくというようなことで教育活動の充実につなげていくことというものでご

ざいます。 

 ２、名称でございますが、「学校支援地域本部シンポジウム２０１８～ｉＣＳ

への第一歩～」ということで、板橋区コミュニティ・スクールへの第一歩とサブ

タイトルがついております。 

 ３、主催でございますが、当委員会でございます。 

 ４、日時でございますが、８月２２日水曜日、午後１時３０分から４時までと

いうことで、会場は５にございますように、文化会館大議室でございます。開催

時間でございますが、本年は熟議をしていただくということで、３０分ほど昨年

よりも伸ばしてございます。 

 ６、対象でございますが、教員、地域関係者、ＰＴＡ、ボランティア、地域コ

ーディネーターということで、コミュニティ・スクールにかかわる方々全てを対

象にしております。 

 ７、参加予定人員でございますが、２００人を予定してございます。 
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 ８、内容でございますが、（１）、形式的ではございますが、ごあいさつから

ございまして、（２）、「板橋区コミュニティ・スクールへの第一歩」というこ

とで、実質的にスタートします。中身については、昨年同様、香月よう子さんに

コーディネート全般をお願いしているところでございます。 

 ①で、動画上映、「板橋区コミュニティ・スクールへの第一歩」ということで、

毎回、私どもがコミュニティ・スクールの推進協議会に伺った際に、各学校で映

像を少しですが撮らせていただいております。これを１０分程度に編集して、皆

さんがご論議されているところを上映したいと考えております。 

 ②で、コミュニティ・スクール推進委員会の近況報告ということで、導入推進

校の校長先生、あるいは学校支援地域本部のコーディネーターの方々に実質的に

どのようなやり方をしているのかということでお話をいただこうと思っておりま

す。 

 ③で、全体熟議。「ＤＥＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ～様々な立場から考える学校運

営・学校支援～」ということで、こちらにございます「ＤＥＬＩＢＥＲＡＴＩＯ

Ｎ」というのが熟議というようなことでございまして、学校の先生方、あるいは

地域の方で課題、目標をどう共有していくのか、あるいは現場が求めていること、

地域として何ができるのかというようなことを、様々な立場から、熟議をしてい

ただくというようなお時間をとらせていただいております。 

 教育委員の皆様方にも、後日、正式なご案内をさせていただきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 それから、これに関連しまして、前回の教育委員会の中で少しお話しさせてい

ただいております。 

 まず、今年度予定の１０校のうち、今日までに８校が第１回のコミュニティ・

スクール推進委員会を開催しております。 

 まず、全体として、どこも共通に行っているのは、委嘱状の交付、校長先生の

ご挨拶、各学校の経営方針のご説明、年間の動き、それから、委員の自己紹介と

いった内容です。 

 それ以外は学校によって若干違ってまいりますが、会議を今後進めていくうえ

での体制ですとか、地域に対する周知の仕方ですとか、それからコミュニティ・

スクールについての詳細な説明ですとか、あるいは全教職員の方々に来ていただ

いて、校長先生から全教職員の方々にお話をいただくというようなところもござ

いました。こういう点はそれぞれの学校の校長先生の考え方で違いが出ておりま

す。 

 それから、前回、区でもう少し積極的に周知していくべきではないかというお

話がございました。これを受けまして、区のホームページにコミュニティ・スク

ール導入に向けてというような内容で、ページを掲載させていただきました。 

 その中で、今日、皆様にもお配りしましたが、ｉＣＳレターということで、こ

れは学校と私ども、あるいはホームページに掲載するということで、全体の動き

が出るようなもの、このような内容を掲載してございます。 

 それから、各学校で公開をしていく際に、いつ開催されるかが分かりづらいと
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いうお話がございました。これは各学校で開催日を決めるようなこともございま

すので、私どもから各学校に、開催日が決まり次第、地域の方々も参加しやすい

ような形で、ホームページなどを活用して、周知していただけないかということ

でお願いをさせていただいたところでございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 

松 澤 委 員  前回の教育委員会のときに色々とお願い等をさせていただいた件について、早

速進めていただきまして、ありがとうございます。 

 このような資料ですとか、ホームページですとか、反応はともかくとして、色

々な取組を行っていただきながら、あとはシンポジウムについても、過去４年く

らい継続して見ていますと、年々参加者も増加しており、皆さん、熱心な議論を

されていますので、周知が徐々にできてきているのかなと思いますので、引き続

き、お願いしたいなと思います。 

 

高 野 委 員  毎年、学校支援地域本部シンポジウムに参加すると、本当に皆さんのすごい熱

い思いが伝わってきて、こちらも何かとても元気とやる気をもらってくるような

会なので、今年も楽しみにしております。 

 また、地域教育力推進課長から、色々と学校にも働きかけていただいているの

で、学校だよりの中でも大変詳しく取り上げているところも何校かありましたし、

教育長の学校訪問の中でも、常盤台小学校のコミュニティ・スクール推進委員会

の様子なども拝見しました。新しくはじめられたホームページへの掲載について、

そちらもこれから注目していきたいと思います。 

 色々と取り組んでいただき、ありがとうございます。 

 

教 育 長  それでは、今後もよろしくお願いいたします。 

 次に、教育委員会次第にはございませんが、追加報告事項等はありませんでし

ょうか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

午前 １１時 ４１分 閉会 


